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埼玉大学の大学間連携
共同観測について

大学間連携WS 181225

埼玉大学 大朝由美子

 人員(2018)

スタッフ2名: 大朝（教育学部/大学院理工学研究科）

秋田谷さん(理工学研究科)

学生8名 (大学院生1、学部生7)

 これまでOISTER観測に携わった人員 スタッフ2名、学生39名

 これまでの教育研究 (2013-2017年度) ～OISTER共同研究関連～

修士論文 3編 ＋ 卒業論文 6編

1. 埼玉大学55cm望遠鏡システムの性能・精度評価試験と望遠鏡制御開発

2. 三波長同時偏光撮像装置の開発

3．埼玉大学望遠鏡・観測装置制御系“SaCRAシステム”の開発

4. 埼玉大学55cm望遠鏡を用いたTRIPOLの試験観測とその性能評価

5. 埼玉大学55cm望遠鏡観測システムにおけるプログラム開発

6. 埼玉大学55㎝望遠鏡SaCRA用エシェル分光器の開発

7. 埼玉大学55cm望遠鏡SaCRAを用いたV1647 Oriにおける変光探査

8. 中分散エシェル分光器の開発、及び、性能評価

9. 偏光装置の性能評価

埼玉大学教育学部/大学院理工学研究科
天文学研究室
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観測/解析支援
システム

36cm望遠鏡

36cm望遠鏡

“SaCRAシステム”

可視三色同時偏光撮像装置
”MuSASHI” 可視中分散分光装置

55cm望遠鏡

気象観測システム

可視の長波長側の3波長帯(r,i,z)を同時に偏光・撮像観測

同一観測条件で効率良く観測できる

FOV ～ 12.8’× 12.4’(＠F6.5)
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望遠鏡

観測装置①MuSaSHI
Multiwavelength SimultaneouS High throughput Imager and polarimeter

光学系 ウェッジ付きダイクロイックミ
ラー＋フィルター

検出器 FLI ML4710-DD×2
ML4710-MB×1
(e2V CCD4710使用)

観測波長 SDSS準拠 r(5,500-6,800Å)
i(7,000-8,100Å)
z(8200-10,000Å)

観測視野
@SaCRAカセグレン

12.8 × 12.5 arcmin
（0.727 arcsec/pixel）

筐体 アルミニウム製 + アルマイト

40×40×10cm 10kg(+検出器)

限界等級
（S/N=10@60秒）

r~16.3m, i~16.3m, z~16.3m

潮田 2016 修士論文
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可視の長波長側の3波長帯(r,i,z)を同時に偏光・撮像観測

同一観測条件で効率良く観測できる

FOV ～ 12.8’× 12.4’(＠F6.5)

DM1

DM2

検出器

検出器

検出器
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BF-i

BF-z
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フランジ

望遠鏡

観測装置①MuSaSHI
Multiwavelength SimultaneouS High throughput Imager and polarimeter

光学系 ウェッジ付きダイクロイックミ
ラー＋フィルター

検出器 FLI ML4710-DD×2
ML4710-MB×1
(e2V CCD4710使用)

観測波長 SDSS準拠 r(5,500-6,800Å)
i(7,000-8,100Å)
z(8200-10,000Å)

観測視野
@SaCRAカセグレン

12.8 × 12.5 arcmin
（0.727 arcsec/pixel）

筐体 アルミニウム製 + アルマイト

40×40×10cm 10kg(+検出器)

限界等級
（S/N=10@60秒）

r~16.3m, i~16.3m, z~16.3m

MuSaSHI 直線偏光撮像機能
MuSaSHI前に手動でユニット装着
半波長板(回転)+Wiregrid
器械偏光 <0.1%
安定した透明度の空でΔp < 0.2-0.3% 偏光度文献・観測比較例

星間偏光

Whittet+92
MuSaSHI
(our work)

偏
光

度
(%

)

清野2017, 荒沼2018卒業論文

光学系 透過型エシェルグリズム,スリットター
レット,エシェルグリズム,クロスディス
バーザー,カメラレンズ

検出器 FLI ML4710-MB/DD

スリット幅 18~180µm,∞の8種

観測波長 3700〜10000[Å]

分解能 R~3,000(@6,000Å スリット36μm)

筐体 アルミニウム製(アルマイト処理表面)
600×100×100mm ~8kg

10[cm] 10[cm]
60[cm]

カメラレン
ズ

エシェル
グリズム

クロス
ディスパーザ

検出器

望遠鏡

観測装置②中分散分光器

窪田 2016、宮川 2017

卒業論文
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○連携観測実行夜数 54 2018．12. 24現在

○観測実行員数

スタッフ2＋学生8 計10名

(基本は観測当番制)

○内訳

 SN2018zd 28晩 (2晩待機)

 MAXI_J1820+070 14晩(2晩待機)

 EG_Cnc 6晩

 ASASSN-18aan  4晩

 皆既月食 1晩

SaCRAによる2018年のOISTER観測

MAXI J1820+070
UT2018/05/22
z-band 1.6h stacked

○重力波電磁波対応天体探査(J-GEM）観測体制：

試験観測夜数 3

○観測実行員数

スタッフ2＋学生7  計9名

(基本は観測当番制)

SaCRAによる2018年のOISTER観測

MAXI J1820+070

PANSTARRSMuSaSHI Diff.
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減光率（％）
Rp (Rj)

r band 1.92 1.091

i band 2.00 1.112

z band 1.98 1.103

R band  (Puskullu
et al. 2017) 2.16 1.142

天体 Qatar-1

観測日 2018/07/20

観測時間 22:11-25:40

トランジット時刻 23:02-24:39

露出時間 30秒

r band

i band

z band

MuSaSHI観測:系外惑星トランジット
 既知の系外惑星 9天体

 riz3波長同時減光検出

石岡 2019、清水2017卒業論文

今年度と今後
 OISTERにおける、関東の新たな観測拠点の構築

 SaCRA望遠鏡の遠隔制御・自動化の完成

 第１期OISTER＋2018年度で、望遠鏡・装置のリモート制御・半自動化
を行い、ToO体制＋連携共同観測への基盤を構築

 冬の関東平野の好晴天率を活かし、OISTERの天候・機能補完観測機
能の充実化

 可視側の長波長(z-band)の需要大

 装置群の高性能化・安定運用

 他の望遠鏡・装置に比肩しうる高質なデータ提供
 小型でユニークな三波長同時偏光撮像装置
 学生教育

 様々な観測的研究を経験し、エンジニア、小中高教員、科学館職員…に。

 ぐんま天文台での観測支援・共同研究

 連携体制の強化

 大口径望遠鏡への装置持ち込み(ぐんま、西はリま･･)

OISTER meeting


